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注射前の準備

腹部・大腿部（太もも）に注射する場合

5分以内に
注射する

消毒したところには
注射するまで
触れないでください。

【監修】加賀市医療センター 循環器内科 診療部長　川尻 剛照 先生　（ご所属・役職等は2024年11月現在のものです） 医療関係者用
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まだ、灰色の
スタートボタンには
触れないでください。

黄色の安全カバーを確実に皮膚に押し込んでください。

先端の黄色い
部分がペンに
押し込まれる
よう、しっかり
押しあてる 皮膚から離すと、

注射針は自動的に
黄色い安全カバー
で覆われます。

カチッ
（注射終了）

注射が終わると
薬液確認窓が
黄色に変わります。

先端の黄色い部分が見えなくなるまで、しっかりと皮膚に押し
込みます。
注射が完了するまで押し込んだままにしてください。

灰色のスタートボタンを押すと、「カチッ」という音がします。
注射が始まる（薬液確認窓が黄色に変わり始める）まで押し
たままにしてください。

注射が始まったら親指を離し、レパーサ®皮下注140mgペンを
押しあてたまま約15秒間待ってください。薬液確認窓が完全
に黄色に変わり、注射が終了したことを確認してください。

外箱を冷蔵庫から取り出し、室温で30分以上待ちます。
注射部位を消毒綿で消毒して、皮膚を乾かします。

オレンジのキャップを真っ直ぐに引き抜いて、外します。
外したら5分以内に注射してください。針内の薬液が
乾き注射できないことがあります。

注射する部位（大腿部、腹部）を引き伸ばすか、またはつまん
で、皮膚の表面を硬くします。オレンジのキャップを外した
ペンを注射部位に直角にあてます。

自己注射の3つのポイント

約15秒

カチッ
（注射開始）

手は動かさず、ペンを押
しあてたまま約15秒間
待ってください。

「カチッ」と音が聞こえて
注射が始まったら、親指
を離してください。

オレンジのキャップ

本製品を3本投与する場合
●通常の手順に従って投与します。 
●注射する部位（左右大腿部、腹部、左右上腕部の外側）を順番に変更します。
＊上腕部の外側は、患者自身では投与できません。

●30分以内に連続3回投与します。

大腿部（太もも）の場合腹部の場合
（へそのまわり5cm以内は
避けましょう）


